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研究成果の概要（和文）：近赤外光を照射すると可視光を発するEr3+添加セラミックスナノ蛍光体は，セキュリ
ティ印刷技術分野，またバイオイメージング分野での応用が期待される．ここで，水溶液中に蛍光体を均一分散
させるためには親水性機能性高分子等による表面修飾が有用であるが，水環境プロセスでは水酸基の導入による
発光強度の大幅な低下もしくは発光の消失を抑制する必要があった．本研究では，Er3+添加NaYF4蛍光体の水熱
合成を行い，アクリル酸処理により試料表面の水酸基を除去し，ラジカル重合によるマクロモノマーの表面修飾
を行った．その結果，表面修飾処理後において，もとの50-60%の発光強度を維持できることがわかった．

研究成果の概要（英文）：Er3+-doped NaYF4 nanophosphors are potentially used for security ink and 
fluorescence bioimaging probes. Surface modification of nanophosphors with vinyl group and 
macromonomers is useful for homogeneous dispersion of phosphors in solvent. It is necessary, 
however, to investigate the effect of the surface modification on luminescence properties. In this 
study, we examined the hydrothermal synthesis of Er3+-doped NaYF4 nanophosphors and the effect of 
surface modification on the upconversion emission intensity under 980 nm excitation. It was found 
that the emission intensities of 550 and 670 nm emission bands maintained by 50 % and 60 % after 
surface modification, respectively. Surface modified-Er3+-doped NaYF4 particles were dispersed in 
ethanol-hexane solvent and upconversion emission was visible in the solution along the light path of
 980 nm laser excitation.

研究分野： 材料科学

キーワード： セラミックス蛍光体　アップコンバージョン発光　希土類イオン　表面修飾
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研究成果の学術的意義や社会的意義
希土類添加セラミックスナノ蛍光体インクの製造において，ポリマーによる表面修飾プロセスのコスト低減に貢
献できる．これにより，簡便かつ強力な偽造防止技術，安価な医療用画像診断技術の発展につながり，その成果
は社会学，情報科学，医学，生化学など多岐に波及を見込むことができる．また，本研究の成果は，様々な機能
性ポリマーの修飾に応用することができ，例えば，発光特性に化学応答性（pH，濃度など）・物理応答性（温
度，電場など），標的応答性（吸着対象など）を有する，新たな機能性蛍光体への展開も期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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